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浄土真宗の宗風・・現世祈祷や、まじないを行わず、占いなどの迷信にたよらない

82

1929 年 愛媛県に生まれる。

1943 年 ハンセン病を発病、国立療養所大島青松園に入所。

　　　　治癒後も後遺症のため同園にとどまる。

1989 年　ドキュメンタリー作品『不明の花 塔和子の世界』(毎日放送）放映。

1999 年 　高見順賞受賞。詩集多数。『塔 和子全詩集３巻』

2003 年　ドキュメンタリー映画『風の舞』(宮崎信恵監督）公開。

2007 年　愛媛県西予市明浜町シーサイドパークに塔和子文学碑建立。

2008 年　同町大崎鼻公園に第 2文学碑建立。

著者略歴
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「愛媛県仏教婦人研修大会」盛大に開催！

「彼岸会法座」つとまる！

　さる３月３０日（土）、小林顯英先生をご講師にお招

きして「春の彼岸会法座」が勤まりました。

【講演主旨】

　「恩」という字は赤ちゃんが座布団の上で大の字に

なって安心して寝られるようにと、周りの人々が心を

配っているということを表している字です。その心配

りに気づくことを「恩を知る」と言い、気づかないこ

とを「恩知らず」と言います。

　ー涙には涙に宿る仏あり　名
な の

告りしみ名を阿弥陀と号すー

　阿弥陀さまは深い悲しみに沈む人に寄り添い、共に涙して下さいます。その同悲同苦の

お心に気づかせてもらうことによって深い安らぎと生きる支えをいただくことが出来るの

です。生まれ難い人間に生まれ、遭い難い阿弥陀さまの大悲のお心に出遭う、そこには計

り知れない多くの人々の心遣い心配りがあったはずです。そのことに気づかせてもらうこ

とが何よりも大事なことです。

　３月７日（木）西条市総合文化会館において、「愛媛県仏教婦人研修大会」が行われました。

西条組仏教青年会の僧侶のお勤めによる開講式の後、宮崎幸枝先生（医療法人精光会理事長）

の『人生の解決ーお浄土があってよかったね』と題した記念講演がありました。

【講演主旨】

（医療現場での豊富な事例上げながら・・・）死を意識せざるを得ない患者さんの究極の願

いは「救われたい」ということです。我が「いのち」は、死とともにお浄土に生まれ永遠

のいのちをいただく、その「お浄土」が、すでに如来によって建立されてあることが心の

底から頷けた時、人生の解決はつくのです。死すべきいのちを生きている私たちも、患者

さんと同じです。人生の解決は「今」です。「今」なされなければなりません。親鸞聖人の

み教えは、まさに人生の究極の解決を示すものです。
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ご門主、来年６月にご退任

　ご門主は、立教開宗記念法要の最終日にあたる４月１５日、満堂の参拝者の前で「お言葉」

を述べられ、来年６月５日をもって本願寺住職、浄土真宗本願寺派門主を退任されることを決

意されました。宗祖親鸞聖人から受け継がれてきた法灯は新門様が継承され、第２５代門主（本

願寺住職）に就任されます。

　現門主は、昭和５２年、勝如上人（大谷光照前門様）より法灯を継承されてより、全国各祖

へのご巡教や蓮如上人 500 回忌法要（平成１０年）、親鸞聖人７５０回大遠忌法要などの大法

要を修行されたほか、全日本仏教会会長を３度歴任されるなど宗門の内外に輝かしい足跡を残

されました。

　退任される主な理由は、２０１１～１２年に「親鸞聖人７５０回大遠忌」の法要を終えたこ

とや、時代に対応する宗門の体制が整えられたことなどを挙げておられます。また「１０年後

には親鸞聖人ご誕生 850 年を迎える、新たな歩みを始める良い時期だと思う」とも述べられて

います。（「お言葉」参照）　

　法灯を継承される新門様は現在、築地本願寺の副住職として実務に就いておられ、首都圏を

はじめ各地をご訪問され宗門への理解を深められており、新鮮な感覚をもって本願寺の運営に

携わって頂けるものと期待しております。

　本山ではこれから「法統継承式」や数年後に厳修される「伝灯奉告法要」の準備を進めてい

くことになります。

ご門主お言葉

　このたび私は、本願寺住職、浄土真宗本願寺派門主を退任することにしました。

　1977（昭和 52）年４月に就任して以来、満 36 年が過ぎました。明年の６月５日をもっ

て退任いたします。

　先代・勝如門主は 1973（昭和４８）年の本山本願寺における親鸞聖人ご誕生 800 年・

立教開宗 750 年のご法要を終え、引退をお決めになりました。

　私は、親鸞聖人750回大遠忌法要のご満座の導師をつとめることが出来ました。そして、

時代の変化に対応するよう宗門の組織が整えられました。10 年後にはご誕生 850 年を迎

えます。新たな歩みを始めるよい時期であると考えます。

　ー中略ー

申すでもなく、私は住職、門主の職務を離れましても、浄土真宗の僧侶であることには

変わりありません。退任後もご法義繁盛のため、その務めを果たす所存です。

　宗門の行事等は 1 年以上前に準備を始める場合も少なくなくありません。継承が円滑

に行われるよう、この時期に退任を表明することにしました。
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出版社　本願寺出版
著　者　森田真円・釈徹宗
定　価　1260 円（税込）　
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光明寺のホームページ

http://www.koumyouji.com./

言葉のプレゼント

730

検索

西 条 光 明 寺

南岳山光明寺

　　または

テレフォン法話
　0897-53-4585


